
初等教科教育法(国語) 梅澤 実 

 

 

授業概要  

小学校学習指導要領をもとに、小学校国語科の目標・学習指導について理解し、言語活動の充実を図る国語

科授業の創造を目指す。具体的には、教育実践例を紹介し、教材と児童の学び、教師の指導との関連を考察す

る。さらに、模擬授業を通して、学習指導案の作成、授業展開の技術についての力を修得する。 

 

授業計画  

 
第 1 回 オリエンテーション 国語科の意義と特質 

第 2 回 国語科の目標と内容 学習指導案の形式 

第 3 回 小学校国語科「A 話すこと・聞くこと」の目標と内容、授業の実際 

第 4 回 小学校国語科「B 書くこと」の目標と内容 

第 5 回 小学校国語科「B 書くこと」の授業の実際 

第 6 回 児童の「読む」行為について 

第 7 回 小学校国語科「C 読むこと」の目標と内容 

第 8 回 小学校国語科「C 読むこと」の教材研究 

第 9 回 小学校国語科「C 読むこと」の学習指導案の作成 

第10回 小学校国語科「C 読むこと」の授業の実際 

第11回 模擬授業①(教材研究) 

第12回 模擬授業②(指導法の検討) 

第13回 模擬授業③(評価規準の検討) 

第14回 模擬授業④(本時の展開) 

第15回 模擬授業⑤(発問、板書、机間指導等の指導技術) 

第16回 定期試験 
 

到達目標  

1. 小学校国語科の目標、内容、学習指導等について、学習指導要領をもとに理解する。 

2. 教材研究の重要性を理解し、児童の学習過程を推測し、教材を研究することができる。 

3. 小学校国語科の学習指導案を作成し、模擬授業をすることができる。 

 

履修上の注意  

毎回出席することが必要。欠席をする場合は、その理由を連絡する。20 分以上の遅刻は欠席として扱う。 

討論、模擬授業に主体的に参加すること。 

予習復習  

次時の学習への課題を適宜示す。 

 

評価方法  

授業における議論、模擬授業、レポート 50％。定期試験における筆記試験 50％。 

 

テキスト  

小学校学習指導要領解説国語編 文部科学省 

 

 

 


